別紙様式第４号

受託研究契約書
１．受託業務（研究課題及び内容）

　　

２．受託研究責任者氏名

　　

３．受託期間（研究期間）

平成　　年　　月　　日から平成　　年　　月　　日まで

４．業務委託料（委託研究経費）

金　　　　　　　　　　　円

　上記の委託業務について委託者　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と受託者　明治国際医療大学（以下「乙」という。）との間に次の条項により受託契約を締結する。

（総則）

第１条　乙は、頭書の業務委託料（以下「委託料」という。）をもって頭書の受託期間（以下「期間」という。）までに頭書の受託業務（以下「業務」という。）を受託するものとする。

（委託料等）

第２条　甲は、この契約が締結されたときは、乙の指示する期日までに委託料を納入しなければならない。

２　乙は、受託業務完了後、受託料に余剰金が発生した場合は､これを返還する。

（業務等の中止及び変更等）

第３条　乙は、天災地変その他止むを得ない事由により業務の遂行が困難になったときは、甲乙協議のうえ書面により契約を解除または一部変更を行うものとする。

２　乙は、前項の場合を除き業務、委託料または受託期間を変更しようとするときは、甲乙協議のうえ書面により契約の変更を行うものとする。

（物品及び権利等の所有）

第４条　この契約により取得した物品及び設備等は、乙の所有とする。

２　この契約により生ずる工業所有権（特許権、実用新案権、意匠権、著作権等の知的所有権）は、原則として本学の所有に属するものとする。

（危険負担）

第５条　この契約履行に際し発生するいっさいの損害（第三者に及ぼした損害を含む。）は、甲の負担とする。ただし、乙の重大な責に帰する理由による場合はこの限りではない。

（研究等の報告）

第６条　受託研究責任者は、業務が完了したとき（業務を中止したときも含む。）は、業務の成果を記載した実績報告書の正本を甲に、副本（写）を乙に提出し、委託研究収支簿を乙に提出しなければならない。

（成果の公表）

第７条　この契約に関する成果の公表は、受託研究責任者が行う。

（契約外事項）

第８条　この契約に定めのない事項またはこの契約の条項について疑義が生じたときは、甲乙協議して定めるものとする。

　上記契約の締結を証するため、この契約書２通を作成し当事者記名押印の上各自その１通を保有する。

平成　　年　　月　　日

（甲）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

（乙）　京都府南丹市日吉町保野田ヒノ谷６番地１

　　　　　　　　明治国際医療大学
　　　　　　　　　　　学　長　　矢　野　忠　　　 印
